
日
清
戦
争
後
の
産
業
発
展
は
地
方
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
明
治
三
十
年
代
の
秋

田
県
で
も
実
業
教
育
を
振
興
す
る
気
運

が
高
ま
っ
た
。
明
治
三
十
七
年

（
一
九

〇
四
）
三
月
、
秋
田
工
業
学
校

（現

・

秋
田
工
業
高
校
）
が
、
県
内
初
の
工
業

教
育
機
関
と
し
て
秋
田
市
保
戸
野
に
開

校
し
て
い
る
。

当
初
の
工
業
学
校
に
は
、
建
築
科
と

機
械
科
、
別
科
と
し
て
大
工
科
と
彫
金

科
が
設
置
さ
れ
た
。
各
科
の
実
習
教
室

と
し
て
、
建
築
工
場
、
原
動
機
室
、
鋳

物
工
場
、
指
物
木
型
工
場
な
ど
が
開
校

後
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。

左
の
図
面
は
、
鋳
物
工
場
の
附
属
溶

解
炉
室
の
設
計
図
で
あ
る
。
立
型
円
筒

型
の
鋳
鉄
溶
解
炉

（キ

ュ
ー
ポ
ラ
）
を

据
え
付
け
る
部
屋
で
あ
っ
た
。
炉
で
は
、

コ
ー
ク
ス
を
燃
や
し
た
熱
で
地
金
を
溶

解
す
る
。
そ
の
際
、
高
温
の
煙
が
出
る

た
め
、
溶
解
炉
室
に
は
煙
の
出
口
を
作

る
こ
と
が
必
要
だ

っ
た
。
図
面
を
見
る

と
煙
出
し
の
形
状

が
よ
く
分
か
る
。

ま
た
、
炉
に
雨
水

が

入

ら

な

い
よ

う
、
煙
突
に
は
開

閉
式
の
ふ
た
も
取

　

１

り
付
け
ら
れ
た
。

こ
の
図
面
は
、

明
治
三
十
七
年
八

月
に
、
実
習
と
工

場
管
理
の
便
を
考

え
て
、
当
初
設
計

の
変
更
が
行
わ
れ

た
際
の
も
の
で
あ

る
。
煙
出
し
を
設

け
た
他
、
羽
目
板

も
取
り
外
し
戸
に

変
え
て
い
る
。

（公
文
書
課

柴
田
知
彰
）

く秋田工業学校鋳物工場の附属溶解炉 (6258)よ り〉
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コ
ン
テ
ス
ト
」
の
恋
文
朗
読

の
中
継

で

し
た
。
こ
の
心
暖
ま
る
コ
ン
テ
ス
ト
の

原
点
と
な

っ
た
き
み
ま
ち
阪
で
の
ロ
マ

ン
チ

ツ
ク
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
ま
り
に

有
名
で
す
が
、
フ」
れ
を
映
像
で
ど
う
表
現

で
き
る
か
、
こ
れ
が
私
の
課
題
で
し
た
。

明
治
天
皇

の
巡
行
の
足
跡
を
辿
る
た

め
の
資
料
を
探
し
て
研
究
者
を
訪
ね
た

と
こ
ろ
県
の
公
文
書
館
に
貴
重
な
資
料

が
豊
富
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
り

早
速
足
を
運
び
ま
し
た
。
巡
行
の
記
録

は
か
な
り
詳
細
に
渡
り
、

た
く
さ
ん
の
資
料
が
あ
り

ま
し
た
。
資
料
探
し
は
時

間
の
か
か
る
作
業
に
な
る

な
と
覚
悟
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
担
当
の
方
が
私
の

探
す
テ
ー
マ
に
関
す
る
資

料
を
丁
寧
に
探
し
出
し
て

く
だ
さ
り
、
興
味
深
い
資

料
を
効
率
的
に
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
き

み
ま
ち
阪
ま
で
の
旅
の
詳

細
は
事
細
か
に
書
か
れ
て

い
て
、
巡
行
の
様
子
が
い

き
い
き
と
伝
わ

っ
て
き
ま

す
。
明
治
天
皇
が
ニ
ツ
丼

町
に
入
る
際
、
険
し
い
峠

道
を
通

っ
て
現
在
の
き
み

ま
ち
阪
に
到
着
し
た
時
の
明
治
天
皇
の

感
動
、
そ
の
美
し
い
景
色
に
出
会

っ
て

感
銘
し
た
様
子
を
映
像
表
現
で
き
る
資

料
は
な
い
か
、
私
は
当
時
の
模
様
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
探
し
ま
し
た
。
そ
し

て
巡
り
会

っ
た
資
料
が
現
在
の
き
み
ま

ち
阪
を
明
治
天
皇
が
命
名
し
た
時
に
送

ら
れ
て
き
た
通
達
の
紙
で
し
た
。

『
倶

后
阪
』
と
か
か
れ
た
文
字
。
た

っ
た
三

文
字
で
す
が
、
現
在
の
き
み
ま
ち
阪
に

伝
わ
る
ロ
マ
ン
ス
伝
説
の
重
要
な
証
拠

で
あ
り
、
明
治
天
皇
の
き
み
ま
ち
阪

ヘ

の
思
い
が
象
徴
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
三
文
字
を
接
写
し
、
公
園
の
現
在
の

映
像
と
あ
わ
せ
て
き
み
ま
ち
阪
の
ロ
マ

ン
ス
伝
説
と
恋
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
誕
生

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を

制
作
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

テ
レ
ビ
は
正
確
な
情
報
と
と
も
に
的

確
な
映
像
表
現
が
命
で
す
。
公
文
書
館

に
は
秋
田
の
歴
史
を
調
査
、
取
材
す
る

た
め
の
資
料
の
ほ
か
、
写
真
や
、
フ
ィ

ル
ム
、
絵
な
ど
の
豊
富
な
映
像
資
料
も

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ま
す
ま
す
秋
田
を
深
く
取
材
し
、
秋
田

に
関
す
る
興
味
深
い
番
組
を
制
作
す
る

た
め
に
、
公
文
書
館
を
豊
富
な
ネ
タ
も

と
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
利
用

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「御巡幸関係書類」 (整理番号 12021)

秋
田
の
貴
重
な
歴
史
資
料
を
多
く
の
視
聴
者
に
伝
え
る
た
め
に

「お
～
い
ニ
ッ
ポ
ン

。
今
日
は
と
こ

と
ん
秋
田
県
―
」

ま
だ
雪
が
深
か

っ
た
一
一月
十
四
日
、

Ｂ
Ｓ
２
で
秋
田
県
を
ま
る
ご
と
紹
介
し

よ
う
と
い
う
八
時
間
の
生
放
送
番
組
を

放
送
し
ま
し
た
。
横
手
の
か
ま
く
ら
、

男
鹿
の
な
ま
は
げ
、
角
館
の
火
振
り
か

ま
く
ら
な
ど
の
秋
田
の
豊
か
な
冬
の
祭

り
や
ニ
ツ
丼
町
の
恋
文
コ
ン
テ
ス
ト
等

の
心
暖
ま
る
イ
ベ
ン
ト
、
そ
し
て
な
に

よ
り
秋
田
の
人
た
ち
の
暖
か
い
人
情
を

た
っ
ぶ
り
全
国
に
紹
介
し
ま
し
た
。
秋

田
県
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
全
国
の
視

聴
者
の
方
々
か
ら
雪
国
あ
き
た
の
魅
力

を
楽
し
め
た
な
ど
の
数
々
の
好
評
を
い

た
だ
き
、
制
作
ス
タ
ッ
フ

一
同

”
Ｎ
Ｈ

Ｋ
は
地
域
の
応
援
団
”
と
し
て
の
自
信

を
深
め
ま
し
て
お
り
ま
す
。

番
組
は
生
放
送
で
す
か
ら
、
秋
田
の

ホ
ッ
ト
な

”今
”
を
お
伝
え
す
る
わ
け

で
す
が
、
そ
の

”今
”
を
い
き
い
き
と

さ
せ
る
た
め
に
秋
田
の
伝
統
、
歴
史
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

唐
田
　
哲
也

丁
寧
に
紹
介
す
る
こ
と
で
内
容
に
厚
み

を
加
え
、
秋
田
の
奥
深
い
面
白
さ
を
加

え
よ
う
と
工
夫
し
ま
し
た
。
私
が
担
当

し
た
の
は
ニ
ツ
丼
町
の
「き
み
ま
ち
恋
文

一■
■
■
■
●
●
■
●
●
一一一一一●
一一一●
■
一●
●

(2)



県
政
映
画
・フ
イ
ル
ム
の

・保
存
と
普
及
に
つ
い
て

現
在
当
館
に
は
三
百
三
本
の
県
政
映

画

フ
ィ
ル
ム
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
昭
和

三
〇
～
四
〇
年
代
な
ど
占

・，
ｔ

一
ｔ
多

い
。
こ
れ
ら
は
■
支

一
二
　

●

八
Ｉ
柱

・″
こ́
・一
一　
・、́
　
一́
一
一　
´
一（　
一
、　
一
Ｉ́
´
″、　
」蒸

二
一　
　
・
一
一　
品
が
破
損

二
、
二
ヽ
　

■
■
●
も
少
な
く
な
い
。

そ
こ
て
こ
う
し
た

フ
ィ
ル
ム
の
保
存

ｋ
ひ
利
用
普
及
の
た
め
当
館

で
は
開
館

以
来
県
政
映
画
フ
ィ
ル
ム
の
テ
レ
シ
ネ

化
を
行
い
、
こ
れ
が
終
了
し
た
も
の
か

ら
順
に
閲
覧
及
び
複
写
利
用
に
供
し
て

い
る
。
テ
レ
シ
ネ
化
と
は
、

フ
ィ
ル
ム

の
映
像
を
ビ
デ
オ
に
転
換
す
る
作
業

の

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
際

フ
ィ
ル
ム
は

出
来
る
限
り
の
補
修
と
ク
リ
ー

ニ
ン
グ

を
し
た
う
え
で
真
空
包
装
に
よ
り
恒
久

的
に
保
存
さ
れ
、
利
用
に
供
さ
れ
る
の

は
補
修
後

の
フ
ィ
ル
ム
映
像
を
転
換
し

た
ビ
デ
オ
の
み
と
な
る
。

近
年
で
は
こ
れ
ら
過
去

の
映
像
に
対

す
る
関
心
が
各
方
面
で
高
ま

っ
て
い
る

た
め
当
館

で
は
年
代

の
古
い
も
の
、
フ

ィ
ル
ム
の
劣
化
状
態
な
ど
と
と
も
に
利

―――
者
の
希
摯
に
治
っ
た
映
像
と
い
う
点

に
特
に
留
意
し
て
テ
レ
シ
ネ
化
を
行

っ

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
最
近
特
に
利
用

希
望
が
増
加
し
て
い
る
、
県
内
で
開
催

さ
れ
た
各
国
体
に
関
す
る
フ
ィ
ル
ム
に

つ
い
て
は
大
半
が
テ
レ
シ
ネ
化
を
終
了

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
開
催
前
の
準
備
作

業
や
実
際
の
競
技
の
模
様
な
ど
多
岐
に

渡

っ
て
お
り
、
当
時
を
回
顧
す
る
こ
と

が
出
来
る
映
像
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

各
地
の
町
並
み
や
生
活
の
様
子
な
ど
が

収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
文
化
的
な
意
味

か
ら
も
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
平
成
十

九
年
秋
田
で
開
催
予
定
の
第
六
十
二
回

国
体
を
控
え
て
今
後
ま
す
ま
す
利
用
希

望
が
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

既
に
利
用
に
供
し
て
い
る
ビ
デ
オ
に

は
こ
の
他
に
秋
田
農
業
大
博
覧
会
や
県

庁
舎
建
築
に
関
す
る
も
の
な
ど
が
あ
り

ま
た
、
今
後
テ
レ
シ
ネ
化
を
予
定
し
て

い
る
フ
ィ
ル
ム
も
全
国
植
樹
祭
や
日
本

海
中
部
地
震
に
関
す
る
も
の
な
ど
多
種

多
様
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
二
十
世
紀

の
秋
田
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
資
料
と

し
て
重
要
な
も
の
が
多
い
。
ビ
デ
オ
の

開
覧
に
つ
い
て
は
、
ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー

に
お
い
て
三
十
九
本
が
自
由
に
閲
覧
出

来
る
ほ
か
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
も
目

録
か
ら
希
望
の
ビ
デ
オ
を
検
索
の
う
え

カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
閲
覧
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
な
お
ビ
デ
オ
の
ダ
ビ
ン

グ
に
つ
い
て
も
有
料
だ
が
申
請
の
う
え

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
歴
史

的
な
映
像
資
料
が
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ

れ
て
い
る
例
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
今

後
と
も
利
用
希
望
に
沿

っ
た
映
像
を
随

時
提
供
出
来
る
よ
う
考
慮
し
、
そ
の
保

存
と
普
及
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
た
め
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
こ
れ
ら

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

（公
文
書
課
　
菅
原
亜
希
子
）

県政映画 「聖人羽後路に燃ゆ」

テレシネ化が終了した国体関係フィルム
題 名 主 な 内 容 完 成 年

県 政 ニ ュ ー ス No1 4 「トビツクス 国体に備えてJ(第 16回国1/1) 日召不口33
県 政 ニ ュ ー ス No3 4 国体 トビ ックス (ク レー射 撃 等 )J(第 16回 国体 ) 日召不日36
県 政 ニ ュ ー ス No3 5 「国体 トビ ック ス (馬 術 等 )J(第 16回 国体 ) 昭和36
県 政 ニ ユ ー ス No3 6 第 16回 国体 開 く J 昭和36
県 政 ニ ユ ー ス No3 7 特 集  秋 田 国体 J(第 16回 国体 ) 日召ネロ36
県政ニユースNo4 4 国体 旗 岡 山へ 」 (第 16回 国体 ) 日召ネロ37
県 政 ニ ユ ー ス No1 35 あす へ の シ ユブー ル J(第 26回 国体 冬 季 大 会 ) 日召禾口46
県 政 ニ ユ ー ス No4 7 銀 盤 に舞 うJ(第 34回 国体 冬 季 大 会 ) 昭 和 54
秋 田の あ ゆみ (一部 ) 終 戦 か ら ま ご ころ 国体 へ J(第 16回 国休 ) 昭和51
伸 び ゆ く秋 田 (第一 部 ) 国体 開催 J(第 16回 国体 ) 昭和53
秋 田国体 へ のみ ち ～準 備 編 No l～ 競 技施 設 整 備 の 模 様 な ど (第 16回 国体 ) 日召不口3[
秋 田 国体 へ の み ち ～準 備 編 No 2～ 花 い つ は い運 動 の 模 様 な ど (第 16回 国体 ) 日召不口35
聖 人 羽 後 路 に燃 ゆ 熊 本 か らの 国体 旗 リ レー の 模様 な ど (第 16回 国体 ) 昭和36
明日へのシュプール スキ ー競 技 会 の 模 様 な ど (第 26回 国体 冬 季 大 会 ) 昭 和 46

０
０



よ

し

な

り

平
成
六
年
六
月
に
仙
北
郡
角
館
町
吉

成

一
樹
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
史
料
が
、

「吉
成
文
庫
」
と
し
て
今
秋
よ
り
新
た

に
公
開
と
な
る
。

吉
成
家
は
、
伝
来
し
た
吉
成
市
左
衛

門
系
図
な
ど
に
よ
る
と
、
元
禄
期
前
後

に
分
家
し
、
幕
末
期
に
高

二
石
二
斗

一

升
八
合
と
蔵
出
米

三
石
１
斗
を
給
さ
れ

て
い
た
、
塩
谷
民
部
組
下
給
人
の
家

で

あ
る
。

1警:ll撃 11:111警 電ヽ1書
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「角館内町田町宅地沿革図」
(整理記号・番号 吉成651)
左端の的場の隣に吉成市左衛門の屋敷がみえる

吉

成

文

庫

に

つ

い

て

ま
た
、
寄
贈
者
の
祖
父
に
あ
た
る
吉

成
直
太
郎
氏
は
、
「佐
竹
藩
医
薬
史
の

研
究
」
、
「佐
竹
藩
教
学
史
の
研
究
」
な

ど
を
著
し
、
『
秋
田
県
史
』
や

『
角
館

誌
』
の
執
筆
に
も
携
わ
っ
た
著
名
な
地

方
史
研
究
者
で
あ
る
。

こ
の
た
め
吉
成
文
庫
は
、
吉
成
家
伝

来
の
文
書
類
の
ほ
か
、
直
太
郎
氏
が
研

究
の
過
程
で
収
集
し
た
文
書

・
書
籍
、

自
筆
の
原
稿
類
か
ら
な
る
史
料
群
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
原
稿
類
を
除
く

一
八
三

一
点
が

一
般
に
公
開
さ
れ
る
。

占
成
文
庫
の
内
訳
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

。
古
文
書
類
　
　
　
　
　
七
七
八
点

。
江
戸
期
の
版
本
　
　
　
一
一
三
百
小

。
明
治
期
以
降
の
刊
本

（
一
部
版
本
）

九
二

一
点

こ
こ
で
は
そ
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介

し
た
い
。

古
文
書
類
は
、
角
館
地
域
に
関
す
る

史
料
が
中
心
で
あ
り
、
町
絵
図
写
の
ほ

か
、
自
岩
堰
や
角
館
郷
校
の
史
料
な
ど

様
々
な
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た

吉
成
家
伝
来
史
料
に
は
、
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
の
書
状
類

・
土
地
証
文
の

ほ
か
、
日
置
流
弓
術

。
無
辺
流
槍
術
な

ど
の
武
芸
関
係
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
慶
応

四
年

（
一
八
六
八
）
八
～
九
月
に
作
成

さ
れ
た
、
戊
辰
戦
争
に
関
す
る
九
十
点

余
り
の
書
状

。
書
付
類
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
直
太
郎
氏
が

『角
館
誌
』
を
執

筆
し
た
際
の
参
考
資
料
で
も
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
当
時
の
角
館
方
面
の
戦
況

を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
江
戸
期
の
版
本
で
あ
る
が
、

「論
語
」
、
「孟
子
」
、
「靖
献
遺
言
」
、
「史

記
評
林
」
等
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
後

期
に
翻
訳
さ
れ
た
日
本
で
最
初
に
刊
行

さ
れ
た
西
洋
小
児
科
医
書
で
あ
る

「幼

幼
精
義
」
、
幕
末
維
新
期
の
洋
学

・
医

学
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
嘉
永
年
間
ま
で

唯

一
の
科
学
刊
行
書

「舎
密
開
宗
」
な

ど
が
含
ま
れ
る
。

こ
れ
ら
の
医
学
書

・
科
学
書
は
、
江

戸
で
蘭
方
お
よ
び
牛
痘
種
法
を
学
ん
だ

後
、
角
館
や
六
郷
を
中
心
に
活
躍
し
た

種
痘
医
高
橋
痘
庵
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ

と
が
蔵
書
印
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
他
に

痘
庵
宛
の
書
状
二
十
八
点
等
も
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
庫
の

一
部
に
は

高
橋
家
に
伝
来
し
た
史
料
群
が
含
ま
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
痘
庵
宛
書
状
二
十
八
点

の
う
ち
十
七
点
は
、
秋
田
勤
王
派
の

一

人
と
し
て
幕
末

・
維
新
期
に
活
躍
し
た

辻
辰
之
助
か
ら
の
書
状
で
あ
る
点
も
興

味
深
い
。

次
に
明
治
期
以
降
の
刊
本
類
で
あ
る

が
、
基
本
的
に
直
太
郎
氏
の
蔵
書
と
い

え
る
。

人
正

。
昭
和
初
期
の
古
典
全
集
や
日

本
史
の
講
義
録
、
「東
北
文
化
研
究
」

や

「歴
史
地
理
」
な
ど
の
当
時
の
学
術

研
究
雑
誌
、
ま
た

『
県
史
』
、
『角
館
誌
』

の
執
筆
に
携
わ

っ
た
昭
和
三
十
～
四
十

年
代
の
県
内
に
関
す
る
書
籍
類
が
中
心

で
あ
る
。

角
館
地
域
に
関
連
し
た
史
料
と
し
て

は
、
当
館
所
蔵
の
佐
竹
北
家
史
料
が
広

く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
佐
竹
北
家
が
当

地
の
支
配
層
で
あ
る
所
預
で
あ
る
の
に

対
し
、
古
成
文
庫
に
含
ま
れ
る
多
く
は

本
藩
角
館
給
人
の
史
料
で
あ
る
。
北
家

史
料
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
部
分
を

補
完
す
る
意
味
で
も
、
吉
成
文
庫
は
非

常
に
注
目
さ
れ
る
史
料
群
で
あ
る
。

ま
た
、
加
藤
民
夫

「角
館
郷
校
運
営

に
関
す
る
史
料
」
（秋
田
県
公
文
書
館

研
究
紀
要
第
二
号
）
で
、
吉
成
文
庫
の

一
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
吉
成
文
庫
は

「吉
成
」
を
冠

し
た
通
し
番
号
で
整
理
さ
れ
、
閲
覧
室

内
の
仮
目
録
を
も
と
に
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（古
文
書
課
　
加
藤
昌
宏
）

(4)



|

古
文
書
課
の
史
料
は
、
平
成
五
年
の

当
館
開
館
時
、
県
庁

。
県
立
図
書
館

・

県
立
博
物
館
の
三
機
関
か
ら
の
文
書
の

移
管
を
う
け
、
貴
重
文
書
書
庫
に
収
蔵

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
今
回
は
、
県
立

博
物
館
旧
蔵
の
史
料
群
を
紹
介
す
る
。

県
立
博
物
館
か
ら
の
移
管
史
料
は
群

全
体
と
し
て
は

「県
立
博
物
館
旧
蔵
史

料
」
と
よ
ん
で
い
る
が
、
基
本
的
に
は

家
ご
と
の
文
書
群
で
あ
り
、
各
家
の
名

前
を
取

っ
て

「○
○
家
文
書
」
と
よ
ん

で
い
る
。

史
料
総
点
数
は
十

一
家
三
〇
九
五
点

で
あ
る

（移
管
時
の
目
録
で
は
二
八
八

六
点
）
。
博
物
館
の
収
蔵
資
料
目
録
に

所
載
さ
れ
て
い
る
七
十
二
家
四
三

一
五

点
（中
心
は
守
屋
家
文
書

一
九
四

一
点
）

の
う
ち
、
九
家

一
六
七
八
点

（お
よ
そ

四
〇
％
、
守
屋
家
文
書
を
除
く
と
七

〇
％
）
が
移
管
さ
れ
、
日
録
に
な
い
二

家
の
分
を
追
加
し
、
枝
番
の
処
理
を
行

っ
た
結
果
、
現
在
の
総
点
数
と
な
っ
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
守
屋
家
文
書
は
現

在
も
博
物
館
で
所
蔵
し
て
い
る
。

各
家
ご
と
の
内
訳
お
よ
び
家
番
号

・

原
蔵
者
等
は
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

整
理
番
号
は
博
物
館
所
蔵
時
の
番
号

を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
博
物
館

に
お
け
る
資
料
整
理
に
つ
い
て
は
独
自

の
基
準
が
あ
り
、
家
番
号
と
内
容
に
よ

る
分
類
番
号
の
二
本
立
て
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
を
示
す
二
桁
と
名
字
の
頭
文

字
を
示
す

一
桁
の
三
桁
数
字
が
家
番
号

と
な
り
、　
一
桁
の
分
類
番
号
に
二
桁
の

通
し
番
号
を
追
加
し
た
四
桁
数
字
が
資

料
番
号
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
３
１
１

１
１
０
０
１
は
湯

沢

。
雄
勝
地
区
の
ア
行
の
家
の
土
地
関

係
の

一
番
目
の
文
書
と
な
る
。
た
だ
し
、

同
じ
地
域

が
同
じ
行
の
名
字
の
場
合
、

家
番
号
が
同
じ
に
な
る
点

（秋
田
市
の

高
橋
家
と
田
口
家
は
同
じ
家
番
号
＝
３

５
４
）
が
問
題
と
な
る
。

藩
庁
の
文
書
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い

だ
県
庁
旧
蔵
史
料
、
佐
竹
文
庫
や
県
庁

か
ら
の
貸
出
を
受
け
た
史
料
群
を
中
心

と
し
た
郷
土
資
料
な
ど
、
当
館
の
史
料

の
大
多
数
は
藩
政
文
書
か
ら
な
っ
て
い

る
が
、
各
村
の
肝
煎
等
の
家
の
文
書
か

ら
な
る
博
物
館
旧
蔵
史
料
は
、
図
書
館

旧
蔵
の
渡
部
斧
松
文
書
や
長
岐
文
書

・

菊
池
文
庫
等
と
と
も
に
地
方
文
書
の
貴

重
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

主
な
史
料
と
し
て
は
佐
々
木
家
文
書

に
含
ま
れ
て
い
る

『
門
屋
養
安
日
記
』

が
あ
り
、
最
近
茶
谷
十
六
氏
の
翻
刻
に

よ
り
、
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

Ｇ
未
刊
日
記
集
成
Ｌ
二
一
書
一房
）
。

ま
た
、
境
争
論
を
テ
ー
マ
と
し
た
昨
年

の
展
示
で
取
り
上
げ
た
拠
人
関
係
の
史

料
を
含
む
山
国
家
文
書
な
ど
が
あ
る
。

博
物
館
旧
蔵
史
料
は
ま
だ
ま
だ

一
般

に
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
門

屋
養
安
日
記
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
貴

重
な
史
料
が
眠
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
。
今
後
の
利
用
に
よ
っ
て
、
庶
民
レ

ベ
ル
で
の
秋
田
の
歴
史
研
究
の
深
化
を

期
待
し
た
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
田
中
時
雄
家
文
書

と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
た
文
書
群
は
、

田
口
時
雄
家
文
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
以
後
は
田
口
家
文
書
で
請
求
し

て
も
ら
い
た
い
。

参
照

¨
秋
田
県
立
博
物
館

『
収
蔵
資
料
目
録

‐
歴
史
Ｉ

‐
』

（昭
和
五
十
五
年
刊
）

（古
文
書
課
　
佐
藤
　
隆
）

佐々本家文書『門屋養安日記』
(整理記号 番号323-8002～ 8032)

博物館 1日 蔵史料の原蔵者・家番号 内訳等

宋1料群名 原蔵1者名| 家番1号 原蔵者住所 現点数|

佐々木家文書 佐 々木新― 323 平鹿郡大雄村 809点

小田野家文書 小 田野朝治 331 仙北郡角館町 66点

菊地家文書 菊地隆太郎 340 秋田市城南 33点
高橋家文書 高橋真人 354 秋 田市南通 64点

佐藤家文書 佐藤時治 383 北秋 田郡阿仁町 620点
松本家文書 松本仲蔵 300 東京都板橋区 ※ 26点
鈴木家文書 鈴 木 サ オ 303 神奈川県海老原市 ※ 398点

山国家文書 山ロー郷 388 大館市 88点

栗盛塚文書 栗盛徹子 382 大館市向田] 58点
田国家文書 田口時雄 354 秋田市豊岩前郷 909点

i同 沢家文書 桐沢春雄 桐  沢 秋田市千秋城下町 × 24点
※は博物館収蔵資料目録になし

(5)
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一前
期
●
八
月
二
十
四
日

，
九
一日
一十
一八
一日

後
期
●
十
月
二
十
七
日
～
十

一
月
二
十
日

今
も
各
地
に
残
る
古
い
西
洋
館
は
独

特
の
美
観
を
つ
く
る

一
方
、
近
代
建
築

史
の
上
で
貴
重
な
資
料
を
も
提
供
し
て

く
れ
ま
す
。
秋
田
県
内
で
も
、
明
治
以

降
の
洋
式
建
築
の
う
ち
旧
秋
田
銀
行
本

店

（秋
田
市
）
が
重
要
文
化
財
、
康
楽

館

（
小
坂
町
）
、
日
新
館

（横
手
市
）

な
ど
が
秋
田
県
の
有
形
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る
も

の
は
実
は
少
数
で
、
そ
の
他
の
大
半
は

取
り
壊
さ
れ
た
り
、
災
害
に
遭
う
な
ど

し
て
失
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
、
秋
田
の
近
代
建
築
史
を
語
る
上
で

重
要
な
建
物
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ら
は
、
も
う
関
係
資
料
や
写
真
な

ど
か
ら
調
査
す
る
他
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
回
の
企
画
展
で
は
、
明

治

。
人
正
期
の
県
有
建
築
物
の
工
事
を

記
録
し
た
公
文
書
を
取
り
上
げ
て
み
ま

し
た
。
膨
大
な
県
庁
文
書
の
中
か
ら
、

土
木
行
政
で
建
築
と
修
繕
を
担
当
し
た

部
課
の
簿
冊
群
を
、
特
に
選
ん
で
紹
介

し
ま
し
た
。
建
築
費
な
ど
の
財
政
支
出

に
関
す
る
公
文
書
が
中
心
で
す
が
、
失

わ
れ
た
建
築
物
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
た

め
の
貴
重
な
記
録
史
料
群
で
す
。
こ
の

展
示
が
、
近
代
建
築
に
関
心
を
お
持
ち

の
方
に
と

っ
て
、
当
館
御
利
用
の

一
助

と
も
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

で
は
、
メ
イ
ン
と
な
る
四
つ
の
コ
ー

ナ
ー
に
即
し
て
展
示
概
要
を
説
明
し
ま

し
ょ
う
。

「秋
田
県
初
の
洋
風
県
庁
合
」
で
は
、

明
治
十

一
年

（
一
八
七
八
）
か
ら
十
三

年
に
わ
た
る
秋
田
県
庁
合
の
新
築
工
事

の
公
文
書
を
展
示
し
ま
し
た
。
当
時
は

近
代
建
築
の
黎
明
期
で
、
大
工
の
棟
梁

が
洋
式
建
築
を
ま
ね
た
「擬
洋
風
建
築
」

が
大
半
で
し
た
。
県
庁
舎
も
そ
の
例
に

入
り
ま
す
。
当
時
の
公
文
書
よ
り
、
木

材
や
石
材
の
購
入
先
や
数
量
、
内
部
の

建
具
の
仕
様
、
ベ
ン
キ
嵯
装
の
人
札
の

様
子
な
ど
が
詳
し
く
分
か
り
ま
す
。

「幻
の
県
公
会
堂
」
で
は
、
明
治
三

十
三
年
か
ら
二
十
八
年
に
わ
た
る
秋
田

県
公
会
堂
の
新
築
工
事
に
関
す
る
公
文

書
を
展
示
し
ま
し
た
。
皇
太
子

（後
の

大
正
天
皇
）
御
成
婚
記
念
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
で
あ
り
、
建
築
界
の
フ
ラ
ン
ス
派

巨
頭

。
片
山
東
熊
に
設
計
依
頼
さ
れ
ま

し
た
。
壮
麗
な
宮
廷
風
建
築
で
し
た
が
、

焼
失
し
た
上
に
設
計
図
面
も
ほ
と
ん
ど

残

っ
て
い
な
い
た
め
、
現
在
で
は
幻
の

建
築
物
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。
展
示
で

は
、
文
章
で
設
計
内
容
を
記
し
た
工
事

設
計
書
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「図
面
に
残
る
県
記
念
会
館
」
で
は
、

大
正
四
年

（
一
九

一
五
）
か
ら
八
年
に

わ
た
る
秋
田
県
記
念
会
館
の
新
築
工
事

に
関
す
る
公
文
書
を
展
示
し
ま
し
た
。

明
治
天
皇
の
遺
徳
を
称
え
人
正
天
皇
の

即
位
を
記
念
し
た
建
物
で
、
既
存
の
公

会
堂
よ
り
規
模
の
大
き
な
建
物
で
し

た
。
こ
ち
ら
は
イ
ギ
リ
ス
派
の
巨
頭

・

辰
野
金
吾
に
設
計
依
頼
さ
れ
て
い
ま

す
。
公
会
堂
と
は
対
照
的
に
設
計
図
面

が
数
多
く
残

っ
て
い
た
の
で
、
各
種
図

面
を
展
示
紹
介
し
ま
し
た
。

「県
立
学
校
の
校
舎
」
で
は
、
明
治

三
十
年
代
以
降
、
中
等
教
育
の
拡
充
に

伴
い
県
内
に
開
校
し
た
尋
常
中
学
校
や

高
等
女
学
校
、
実
業
学
校
の
校
舎
建
築

に
関
す
る
公
文
書
を
紹
介
し
ま
し
た
。

近
代
建
築
の
展
示
の
後
に
は
、
公
文

書
館
の
文
書
引
き
継
ぎ
と
保
存
、
ま
た
、

公
文
書
館
の
役
割
に
つ
い
て
の
解
説
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
こ
の
展
示
部

分
は
、
県
内
で
木
だ
馴
染
み
の
薄
い

「公
文
書
館
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る

一
助
と
し
て
、
平
成
九
年
度
の

「県

庁
文
書
で
見
る
秋
田
の
鉄
道
史
」
以
来
、

公
文
書
課
担
当
の
企
画
展
で
続
け
て
い

る
も
の
で
す
。（公

文
書
課
　
柴
田
知
彰
）

秋田県記念会館『秋田県土木史 第 3巻』

前期展示期間中の観覧者
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一秋
一日
一市
一一一一一一立
一佐
一竹
一史
一料
一館

1綺

佐
竹
史
料
館
は
、
平
成
二
年
四
月
、

秋
田
市
千
秋
公
園
内
の
旧
市
立
美
術
館

の
建
物
に
開
館
し
ま
し
た
。
同
市
楢
山

に
あ
る
国
指
定
重
要
文
化
財

。
旧
黒
澤

家
住
宅
や
同
公
園
内
の
御
隅
櫓
、
御
物

頭
御
番
所
な
ど
と
と
も
に
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

佐
竹
義
宣
書
状
な
ど
の
軸
物
や
黒
沢

日
記
、
平
成
八
年
に
寄
贈
さ
れ
た
佐
竹

一■
四

家
伝
来
品
の
竹
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中

心
と
し
た
寄
贈
品
な
ど
、
お
よ
そ

一
六

〇
〇
点
の
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

展
示
室
は
二
室
あ
り
、
手
前
の

一
室

は
館
蔵
資
料
を
定
期
的
に
入
れ
替
え
な

が
ら
、
佐
竹
家
臣
の
甲
冑
や
藩
主
の
書

状
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

奥
の

一
室
は
平
成
四
年
三
月
に
増
築

さ
れ
た
展
示
室
で
、
「秋
田
の
藩
主
と

家
臣
た
ち
」
（十
二
代
の
藩
主
を
三
代

ず

つ
区
切
り
各
時
代
の
史
料
を
展
示
す

る
テ
ー
マ
展
）
な
ど
の
企
画
展
を
年
に

数
回
開
催
し
ま
す
。
当
公
文
書
館
所
蔵

の
史
料
な
ど
を
含
め
、
多
彩
な
歴
史
資

料
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

千
秋
公
園
内
と
い
う
立
地
条
件
の
良

さ
も
あ
り
、
県
内
外
の
観
光
客
を
中
心

に
、
御
隅
櫓
な
ど
を
含
め
年
間
約
五
万

人
の
入
館
者
を
数
え
ま
す
。

ま
た
、
秋
田
の
藩
政
期
の
歴
史
を
学

ぶ
学
習
講
座
を
年
七
回
開
講
し
て
お

り
、
毎
回
定
員
を
超
え
る
ほ
ど
の
受
講

希
望
が
あ
り
、
市
民
に
好
評
で
す
。

資
料
保
存
施
設
を
訪
ね
て

秋
田
市
千
秋
公
園
二

鰊
鶉
躙

本
年
度
も
、
県
内
の
各
市
町
村
の
文

書
保
存
担
当
者
を
対
象
と
し
て
、
二
月

三

一
日

（月
）
に
当
館
多
日
的
ホ
ー
ル

に
て
標
記
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

三
二
市
町
村
か
ら
四
二
名
の
参
加
が
あ

り
、
史
料
保
存
に
関
す
る
報
告

・
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
は
、
当
館
職
員
及
び
四
市
町
村

の
文
書
保
存
担
当
者
に
よ
り
、
史
料
の

保
存
と
整
理
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行

い
、
午
後
は
、
公
文
書
部
会
と
古
文
書

部
会
の
各
分
科
会
を
開
き
、
整
理
と
保

存
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
終

了
後
、
個
別
の
相
談
や
当
館
の
書
庫
等

の
施
設
見
学
を
行
い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

当
協
議
会
も
今
回
で
四
回
目
を
迎

え
、
市
町
村
に
よ
る
自
主
運
営
組
織

ヘ

の
発
展
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と

そ
の
形
に
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
ま
だ

慎
重
意
見
が
多
く
、
当
面
は
定
期
的
に

開
催
す
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
史
料
保
存
に
対
す
る
努

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

儡
鰊
躙

今
年
度
は
八
月
三

・
四
日
の
両
日
、

当
館
多
日
的
ホ
ー
ル
に
て
計
九
六
名
の

参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
座

内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

講
座
①
中
世
の
古
文
書
を
読
む

佐
藤
　
隆

講
座
②

『
六
郡
郡
邑
記
』
の
原
本
を

探
る
　
　
　
　
　
柴
田
次
雄

講
座
①
は
、
中
世
初
期
か
ら
近
世
初

期
に
か
け
て
、
時
の
権
力
者
が
秋
田
と

関
係
の
あ
る
人
々
に
対
し
て
出
し
た
公

的
な
文
書
を
紹
介
し
ま
し
た
。
中
世
の

古
文
書
は
、
当
館
講
座
で
は
初
め
て
取

り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
の
で
、
多

数
の
参
加
者
の
興
味
を
引
き
ま
し
た
。

講
座
②
は
、
『
六
郡
郡
邑
記
』
の
原

本
と
目
さ
れ
る
史
料
を
、
『
六
郡
郡
邑

記
』
の
本
文
と
比
較
し
な
が
ら
解
読
し
、

そ
の
成
り
立
ち
を
探
る
と
い
う
、
今
ま

で
に
な
い
斬
新
な
内
容
で
し
た
。

当
館
で
は
、
今
後
と
も

一
層
充
実
し

た
講
座
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
来
年
度
も
多
数
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。
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平
成
五
年
度
の
開
館
か
ら
平
成
十
年

度
ま
で
の
入
館
者
数
は
七
、
四
七
九
人

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

一
般
利
用

者
に
つ
い
て
み
る
と
、
資
料
請
求
者
数

は
三
、
三
ハ
七
人
、
資
料
利
用
点
数
は
、

公
文
書
が

一
〇
、
一二
〇
三
点
、
古
文
書

が

一
五
、
八

一
七
点
で
、
合
計
二
六
、
一

二
〇
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
に
発
行
し
た
利
用
券
は
三
四

四
枚
で
、
地
域
別
で
は
秋
田
県
二
八
三

枚
、
東
京
都

一
四
枚
、
茨
城
県
八
枚
、

宮
城
県
七
枚
な
ど
、
職
種
別
で
は
官
公

署
八
六
枚
、
学
生
四
四
枚
、
地
方
史
研

究
家
三
六
枚
、
大
学
教
員
二
八
枚
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
職
員
の
職
務
利
用
に
つ
い
て
み
る

と
開
覧
が
三
六
四
課

所
、　
一
、
五
八
四
点
、

貸
し
出
し
が
七
二
八

課
所
、
一
一、
一
四
五
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
版

・
掲

載

・
放
映
等
の
許
可

は

一
七
七
件
、
館
外

へ
の
資
料
の
貸
し
出

し
は
三
七
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
と
も

一
層
の

利
用
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

以
前
か
ら
資
料
の
閲
覧
及
び
複
写
に

あ
た
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ

「閲
覧
カ
ー
ド
」

及
び

「複
写
カ
ー
ド
」

へ
記
入
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
住
所
及
び
氏

名
等
を
重
複
し
て
記
入
す
る
繁
雑
さ
を

解
消
す
る
た
め
、
八
月

一
日
か
ら
右
の

と
お
り
様
式
を
改
正
し

「開
覧

・
複
写

申
請
書
」

へ
の
記
入
に
よ
り
閲
覧
と
複

写
の
申
請
が
同
時
に
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
申
請
書
記
入
に
際

し
て
不
明
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
カ

ウ
ン
タ
ー
の
職
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

公
文
書
館
だ
よ
り

第
十
一
号

平
成
十

一
年
十
月

一
日
発
行

編
集
発
行
　
秋
田
県
公
文
書
館

（表
紙
題
字
　
寿
松
本
　
毅
）

〒
〇

一
〇
―
〇
九
五
二

秋
田
市
山
王
新
町

一
四
―
三

一

容
（〇

一
八
）
八
六
六
―
‐八
〓
一〇

一

印
刷
　
　
　
太
陽
印
刷
株
式
会
社

資料利用点数 (点 )     ※H5:11月 ～3月 分

5,0001   4672 輻     4,428

2,0001           1822

入 館 者 数 及 び 資 料 利 用 点 数
入館者数 (人 )  (H5～ H10年度分)

4,0001  躙 鰤 揃

閲覧 ・ 複 写 申請 書
「
閲
藍号
「

フ|∵
しヽ |の

て■|
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